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地震に関連する電離層擾乱の観測と発生メカニズムについて

Observation and Mechanism of Lithosphere-Atmosphere-Ionosphere Coupling
Associated with Earthquakes
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地震に関連する電離層の擾乱は、さまざまな観測手法の結果から存在を指摘されている。特に Liu(2000)らは
地震前、電離層のプラズマ振動数の最大値（foF2）が台湾における地震の数日前に減少することを１９９４－１
９９９年のデータを用いて統計的に明らかにした[1]。本研究では、まず同手法を用いて近年の電離層ゾンデのデー
タにおいても再現性が存在したことを示す。さらに台湾より高緯度である日本国内の地震について電離層ゾンデ
を用いた同手法の優位性を見る。また GPS ・ TEC を用いても同様な解析を試みる。
この電離層擾乱過程には、電磁気学的要因、力学的要因が大きく２つの要因として指摘されている。電磁気学

的な要因に関しては、地震に関連して大気電場が発生し、それらが電離層を擾乱させていると考えられる。下部
が負、上部が正に帯電した雷雲の落雷活動と電離層ゾンデのデータを比較するとシグナルの形状が地震に関連し
た電離層擾乱と似ているため、地表が正に帯電していることを調査することは重要な研究課題となる。また力学
的要因に関しては、低周波の内部重力波の発生が電離層の擾乱に関与していると思われ、その発生に関しては局
所的な地表面温度の上昇や長周期の地表面の振動などが考えられる。特に地表面の振動に関しては超伝導重力計
で計測できると期待される。
今回我々は大気電場と電離層の観測結果の比較を試みた。2 年弱の台湾での観測では内陸の M6 クラスの地震が

観測地点から１００ｋｍより外にていくつか起こっている。これらの地震に関しては特に注目すべき変動は見ら
れていないが、以後の観測にて顕著なものが見られた場合は報告する。また超伝導重力計と電離層ゾンデのデー
タの比較も試みる。
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